
 

 

 

 

 

 

 

 
                                               

「生きる力を培う」教育をめざして 
 

泰日協会学校シラチャ校 校長 酒井憲一 

 

 東京オリンピックの熱戦が続いていますが、コロナ禍にあっても最高のパフォーマンスを発揮しようと真剣に取り

組むアスリートたちの姿は、遠く離れたタイにいる私たちに勇気と感動を与えてくれています。パラリンピックも多く

の感動を届けてくれることでしょう。 

さて、本日１学期の終業にあたり、これまでの在宅学習における保護者の皆様の多大なるご協力とご支

援に対して心より深く感謝申し上げます。特に、「ただでさえ家事や子育てで時間もとられる中、オンライン

授業で付きっきりになり時間が拘束されることで、母親の負担が大きい。少しでも負担を減らしてほしいが、

再開するまでは難しいと思うので、やるしかないと思っています。1 日も早い学校再開を望んでいます。」と

いうアンケートに寄せられた声は多くの保護者の皆様が感じられていることだと思います。アンケート結果につい

ては別掲のとおりですが、各学年においてご意見をふまえた改善をすすめていきます。 

その他アンケートでは多くの貴重なご意見をいただきましたが、中には「先生ファイト‼️」「お身体に気を付け

て、頑張って下さい！」「心からお疲れ様です。」などの声をいただき励みになりました。また、「先生たちの頑

張っている姿を拝見して、保護者も元気づけられています。」という声もありましたが、むしろ以下のように前向

きにとらえて取り組まれる保護者の皆様の姿に教師側が元気づけられました。 

「２学期からは学校に少しでも通えると信じて！何とか頑張ろうと思います。」 

「今までにはない方法での学習が様々ありますが、とても良い経験だと思っています。」 

「辛い時期もありましたが、この経験は、親子共々、何にも変え難い貴重なものです。」 

 そこで、ある教育長から教えていただいた話を思い出しました。それは荀子の 

 

 

という言葉をとおして学習に対する考えを述べられたものです。この荀子の言葉の意味は、「学習するということ

は、どうしてよいかわからないことに遭遇した時に、その問題を解決する方法や能力を与えてくれる。また、悲し

いときや辛いとき、どのように克服するか教えてくれる。そして、世の中で起こる良いことや悪いことなど大自然の

法則を理解し、たとえ自分に良くないことが起こっても、いつかまた良いことが起こると思って心が迷わなくなる。」

つまり、辛さや悲しさに耐えるたくましい心や、人の痛みを知る優しい心を育てることができるというものです。 

 この時は、学習指導要領でうたっている「生きる力を培う」ということに通じるものとして話されましたが、この話

を受けて「必ず楽しい学校生活が始まる」と信じ、現在の状況に子どもたちがたくましく立ち向かい「生きる力を

培う」教育をめざして、教職員も子どもも保護者の皆様も力を合わせて乗り越えていけるようあらためてお願い

申し上げる次第です。 

 結びに、この度１学期末をもって退学・本帰国される児童生徒のみなさんには、１学期はほとんど登校でき

ず辛い思いをさせてしまいましたが、日本では元気に活躍されることを祈っています。また、全児童生徒のみな

さんは健康第一で充実した夏休みを過ごすよう願っています。２学期からの登校の可否については見通しが

立たない状況ではありますが、保護者の皆様には今後ともご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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「窮して困（くる）しまず。憂えて意（こころ）衰えざるがためなり。禍福終始を知って、惑わざるがためなり。」 



在宅学習に関するアンケート結果について 
 

在宅学習に関するアンケートにご協力いただきありがとうございました。保護者の皆様から貴重なご意見をいただけたことに

感謝をしております。保護者の方々の声を活かしながら、これまでの学校の取り組みをさらに充実させていきたいと思います。

アンケート結果については以下の通りになります。様々なご意見をいただいたのですが、特に多いものを中心に今後在宅学

習が行われた場合の基本方針とさせていただきました。また、申し訳ありませんが、個別の返答ができないことをご容赦くださ

い。なお、いただいたすべての意見につきましては、学年別に集計をして各学年部に伝え、今後の参考とさせていただきま

す。 

 

アンケート回答率  ３７８／４３４ （８７％） 

 

１，全校配布したchromeBook（小学部）やタブレット（中学部）について 

 

 

 

 

 

２，在宅学習の量や内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６０％以上が「適当・適切」との回答でした。しかし、量については不十分という意見も多くいただきました。

内容と量につきましては、今後も各学年で検討し、改善を図ります。 

後述しますが、Meetの授業と質を上げながら、授業改善を行っていきたいと考えています。 

８０％以上が「役立った」という回答でした。 

なお、中学部に関しましては２学期に小学部と同様のChromeBookを配布します。 

  



 

３，ライブ授業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

５０％以上が「週に５日が好ましい」という回答となりました。 

今後在宅学習が続く場合には、どの学年も毎日Meetを使ったライブ授業を行います。後述しますが、 

Meetの授業と質を上げながら、授業改善を行っていきます。 

全体では、１コマが多かったですが、学年別に見るとばらつきがありました。 

学年別に回答を参考に、以下の回数を目安にMeetを使ったライブ授業を実施します。 

通りです。 

低学年は、１～２コマを目安 



 
 

  
  

 

 

 

 

４，在宅学習に関する特に多かったご意見や要望 

 ご意見 数 

Meetを使用した授業

について 132 
朝の会について 

 51 
学力に関すること

（学力の心配、個別・

補習の要望など） 38 
友達や先生とのコミ

ュニケーションを増

やしてほしい。 28 
パソコンスキルの向

上について 18 
配信動画は見直し

ができてよい 18 
提出物に関すること

（未提出の課題や成

績など） 12 

３～６年は、２～３コマを目安 

中学部は、３～４コマを目安 



５，在宅学習基本方針 
アンケートの結果と在宅学習に関する特に多かったご意見や要望をふまえて、以下のように在宅学習の基本

方針とさせていただきます。 

 

【在宅学習基本方針】 
児童生徒同士、児童生徒と教師のコミュニケーションの機会を増やしながら以下の取り組みを行う。  

１， すべての学年で「朝の会」を毎日実施する。 

２， Meetを使ったライブ授業回数を増やす。 

３， 学力定着のための取り組みを実施する。 

 

 

 

〇毎日「朝の会」を実施 

児童生徒が１日の見通しをもち、自ら学習に取り組もうとする意欲を育むことをねらいとして、毎日「朝の会」を実施し

ます。また、毎日同じ時間に実施することで児童生徒の生活リズムを整えます。 

〇Meetを使ったライブ授業回数を増やす 

双方向の授業を増やし、児童生徒の学習意欲の向上をはかります。教科や指導内容によって多少の変動はあると思

いますが、１～２年では１～２コマ、３～６年では２～３コマ、中学部は３～４コマを目安にMeetを使ったライブ授

業を毎日実施します。  

〇学力定着のための取り組み 

   児童生徒の学力定着をはかるために、児童生徒が質問できる時間を設定したり少人数の授業を実施したり学年の

実態に応じた取り組みを行います。また、学力の定着の度合いが分かるように、小テストの実施や教師からのコメント等で

フィードバックできる取り組みを行います。 

 

 

 

在宅学習期間が長く続く中で、アンケート回答からも分かるように、これまでであれば学校が担ってきた子ども

たちへの働きかけを、保護者の皆様に多く担っていただいたことと思います。我が子のこととは言え、保護者の皆

様にはご苦労をおかけしたと思います。あらためて、皆様のご協力に感謝申し上げます。 

私たちも、このような状況・条件の中で、どのように子どもたちの学習意欲を喚起し、充実した学びを実現・

提供できるか、試行錯誤を繰り返してきました。今後もこの状況が続くとして、私たちのこれまでの在宅学習の

取り組みを、学校全体としてどう改善させていくかと考え、今回のアンケートとなりました。多くの声をお寄せいた

だことにあらためて感謝いたします。皆様の声を生かしながら、上記の様な基本方針をたて、具体化を確実に

進めて参ります。在宅学習の意義を共有するために、「在宅学習の心得」も配布する予定です。子どもたちの

豊かな成長を実現させるため、引き続き保護者の皆様の協力をお願いします。 

 



コロナ禍での海外赴任  

こんな時期に、海外で働くなんて・・・シラチャ校への赴任が決まった時、祝福

される反面、自分も不安な気持ちがなかったわけではありません。 

海外で働きたい！そのような志を持ったのは、教員になってからです。子どもの

ころから国旗を調べたり、地図を眺めたりすることが好きだった私は、人一倍海

外に興味があったのかもしれません。しかし、実家が自営業だったこともあり、父

が店を空けるわけにもいかず、海外に行くチャンスは子どものころには巡ってきませ

んでした。大人になり、長期の休暇には、海外へ行くようになりました。様々な

国に行くと、それぞれに違う文化があり、食があり、人がいて、それらに触れるたびに、いつか海外で働きたい！

住んでみたい！そう強く思うようになりました。 

私が海外で働くことを正式に志願したのは、コロナウイルス蔓延での、第一回緊急事態宣言真っただ中の

２０２０年 4 月。「来年の 4 月にはコロナも収まっているだろう。」なんて楽観視しての志望。しかし、現在の

状況は違います。収まるどころかまだ、学校が始まらないこの現実。子どもたちも先が見えず不安で苦しいであ

ろうこの状況ですが、この厳しい状況の中でも発見がありました。普段は見ることのできない他の先生の授業、

ICT 機器の操作、そして何よりも姿の見えない子どもたちにどう伝えるかを試行錯誤しての授業づくり。学校が

始まらずすべてがマイナスに感じていた日々も、考え方を変えれば自分の成長につながっている！プラスに考え

日々を過ごしています。 

こんな時期だからこそ行ってよかった！成長できた！と思えるよう、この難局を乗り越えていきたいです！！！ 

でも、やっぱり子どもたちに・・・会いたい。                 【文責：藪下 雄大】 

 

 

 
「少しずつ世界を広げる」 ～life is a journey～  

  

小学生のころ２回、転校を経験しました。小学３年生になるとき、生まれ育った大阪から兵庫に移ったと

きには、とても緊張してクラスで自己紹介をしたのを覚えています。６年生になるときに愛知の田舎に移ったとき

には、もっと大きなカルチャーショックを受けました。方言の違い、学校の雰囲気の違いからなじむのに少し時間

がかかりました。しかし、その夏、父親が愛知県の半島の先、伊良湖岬までの自転車旅行を計画しました。

１日片道６０キロの距離は、果てしなく遠い気がしました。それでも、その時味わった、自分の力で辿り着く

達成感が忘れられず、高校生になっときには、愛知から東京まで自転車で行こう、と友達に声をかけました。

大学生になったときには、友達とテント１つと寝袋を積んで岐阜から北海道までオートバイで行き、道内を一

周しました。その後、アメリカへの留学、そこでもオートバイで旅をするということは続きました。そのときどきで、少

しずつ自分が行ける範囲、見られる世界を広げてきた気がします。 

 そして、現在タイにいます。少しずつ広げてきた世界ですが、自分の生活が、このタイにあるということは驚きで

す。しかし、これも何か縁があってのことだと思っています。今思えば、学生時代にガパオライスを出すお店で働

いていたことも何か関係があるのかもしれません。これまでも、生活する場所が変わったり、さまざまな場所を訪

れたりする度、人に出会い、その後の自分に大きな影響を与える言葉をもらい、糧としてきました。  

 このタイでも、そんな出会いや言葉、感覚を手にするときがくるのでは、と楽しみにしています。今の状況はこれ

まで経験したことのないものですが、それでもきっとタイに来たことには意味があると信じています。そして、これまで

の自分の経験をこのシラチャ日本人学校の子どもたちに還元したいと考えています。自分がいろいろな土地で

得た経験が今の自分をつくっているのだと思うように、子どもたちが「あのときシラチャで生活したことは意味があっ

た」、そんなふうにいつか振り返ることのできる日々を一緒に過ごしたいと思っています。 

                                              【文責：牧野 壮平】 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

シラチャ祭については、現在の感染の状況から本年度も中止とさせていただきます。その

他、学校行事についても状況をみながら判断させていただきたいと考えています。なお、2

学期の登校の可否につきましては、8 月 27 日（金）１６：００までに配信をさせてい

ただきます。 

現在予定している学校行事や配信のお知らせについては以下の通りとなります。また、

定期考査については状況により変更の可能性があります。 

 

8 月２７日（金） 「2 学期の登校について」配信 

３０日（月） 学年だより・時間割配信 

9 日  1 日（月） 始業式（３校時）  

１６日（木） 中学部 第 2 回定期考査 

１１月１５日（月） 中学部 第３回定期考査（1 日目） 

１６日（火） 中学部 第３回定期考査（２日目） 

１２月２４日（金） 終業式 

 

 

 

 

コロナの今年度のシラチャ祭は中止とさせていただきます。 

 

 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、急な一時帰国や退学などが考えられます。 

夏季休業中に一時帰国や退学がある場合には、ホームページの問い合わせ欄か直接

電話にてご一報ください。その他のお問い合わせにつきましても、同様の連絡方法でよろし

くお願いします。 

※朝の健康観察フォームは長期休業中の使用できませんので、ご注意ください。 

 

お問い合わせフォーム：https://www.tjas.ac.th/contact 

電話番号：038339971 


